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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

秋
の
拡
大
月
間
に
引
き
続
き
、二
月
一
日
か
ら
は
春
の
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災

保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、ぜ
ひ
支

部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
は
十
二
年
間
連
続
し
て
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、私

た
ち
建
設
労
働
者
の
賃
金
に

は
届
い
て
い
な
い
」抜
本
的

な
賃
金
・
処
遇
改
善
と
底
上

げ
、末
端
の
職
人
ま
で
生
活

で
き
る
賃
金
が
行
き
渡
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　

府
側
の
回
答
と
し
て
、「
民

民
の
契
約
で
な
か
な
か
踏
み

込
め
な
い
。二
次
、三
次
下
請

け
の
話
は
分
か
ら
な
い
」な

ど
、毎
年
同
じ
回
答
だ
。そ
こ

に
メ
ス
を
入
れ
て
賃
金
実
態

調
査
を
行
い
、重
層
下
請
問

題
の
解
決
に
動
い
て
ほ
し
い

と
要
望
。

　
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
レ
ベ
ル
判

定
で
レ
ベ
ル
間
の
差
を
つ
け

て
い
か
な
い
と
意
味
が
な

い
」差
を
つ
け
る
こ
と
で
レ

ベ
ル
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
恩
恵
が
感
じ
ら
れ
励
み
に

な
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、府
の
回
答
に
驚

い
た
。「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
レ
ベ

ル
判
定
は
不
勉
強
で
わ
か
ら

な
い
」建
設
従
事
者
三
百
万

人
の
う
ち
百
六
十
万
人
ほ
ど

が
登
録
し
て
い
る
ほ
ど
普
及

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

だ
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
大

統
領
就
任
初
日
に

気
候
変
動
枠
組
み

条
約
を
再
離
脱
す

る
と
公
言
。ユ
ネ

ス
コ
、国
連
人
権
理
事
会
、世
界

保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）な
ど
に

も「
脱
退
」の
脅
し
を
か
け
、西

側
の
軍
事
同
盟
、北
大
西
洋
条

約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
加
盟
国

や
、東
北
ア
ジ
ア
の
安
保
最
前

線
の
韓
国
や
日
本
に
対
し
て

も
、防
衛
費
の
大
幅
引
き
上
げ

の
カ
ー
ド
を
切
る
。中
国
製
品

に
10
％
の
追
加
関
税
、他
の
国

に
は
10
～
25
％
の
普
遍
的
基
本

関
税
を
課
す
。米
中
加
墨
４
ヵ

国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
90
兆
円
目
減

り
す
る
と
い
う
▼
航
空
機
事
故

を
機
に
多
様
性
否
定
に
拍
車
を

か
け
、露
骨
に
外
国
人
嫌
悪
を

煽
る
そ
の
姿
は
目
に
余
る
。米

国
の
今
ま
で
の
価
値
観
は
ど
こ

に
行
っ
た
の
か
▼
一
方
、政
権

の
要
職
を
自
身
に
対
す
る
忠
誠

度
が
高
い
最
側
近
と
家
族
で
固

め
、議
会
乱
入
事
件
の
主
導
者

を「
大
規
模
恩
赦
」し
た
。こ
の

よ
う
な
独
善
的
な
動
き
は
、民

主
主
義
と
人
権
の
価
値
を
嘲
弄

し
、多
国
間
機
関
に
対
す
る
信

頼
性
の
危
機
を
招
い
て
い
る
。

国
際
紛
争
不
介
入
の
孤
立
主
義

を
捨
て
、国
益
の
た
め
に
は
軍

事
力
の
使
用
も
排
除
し
な
い
略

奪
的
膨
張
主
義
の
考
え
方
、す

な
わ
ち
パ
ナ
マ
運
河
と
デ
ン

マ
ー
ク
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

占
領
と
い
う
野
心
と
カ
ナ
ダ
に

51
番
目
の
州
に
な
れ
と
い
う
愚

弄
的
な
脅
迫
は
、今
日
の
世
界

史
的
到
達
点
で
あ
る
植
民
地
主

義
へ
の
反
省
に
真
っ
向
か
ら
対

立
す
る
も
の
だ
。19
世
紀
へ
歴

史
の
逆
行
だ
▼
戦
後
80
年
の
今

年
ゆ
え
、立
ち
止
ま
っ
て
歴
史

の
到
達
点
、確
か
な
価
値
を
確

か
め
た
い
。

　
二
〇
二
四
年
十
二
月
六
日（
金
）大
阪
府
・
市
と
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。昨
年
六
月
に
、担
い
手
確
保
、処
遇
改
善
が
盛
り

込
ま
れ
た
第
三
次
担
い
手
三
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
好
機
に
建
設
職
人
の
処
遇
改
善
及
び
担
い
手
確
保

を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
回
答
と
し
て

は
、「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

く
」と
言
及
さ
れ
た
の
は
幸

い
だ
が
。

　

午
後
か
ら
は
大
阪
市
と
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。市
は
ど

の
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
も

「
国
や
府
の
動
向
に
注
視
す

る
」と
の
回
答
が
大
半
を
し

め
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

た
。

　

近
年
ま
で
庄
家
の
方
が
生

活
さ
れ
て
お
り
、炊
飯
場
や

士
門
は
現
在
の
生
活
洋
式
と

は
大
き
く
異
な
り
改
修
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、い
つ
で

も
元
の
姿
に
戻
せ
る
と
の
こ

と
。

　

文
化
財
を
次
へ
と
伝
え
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
の
親
切
な
案
内
で
よ
り
広

く
深
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

【
堺
支
部
　
後
藤
秀
樹
】

　

十
二
月
八
日（
日
）本
部
教

宣
部
主
催「
通
信
員
の
つ
ど

い
」に
て
吹
田
市
岸
辺
に
あ

る
旧
中
西
家
住
宅
を
訪
れ
ま

大
阪
府
・
市
交
渉
の
軸
は
、「
建
設
職
人
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
」

通
信
員
の
つ
ど
い

旧
中
西
家
住
宅（
吹す

い
た
き
し
べ
ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

田
吉
志
部
文
人
墨
客
）

　
　
　
　
迎
賓
館
取
材

し
た
。

　

旧
中
西
家
住
宅
は
、

二
〇
〇
七
年
に
文
化
財
の
敷

地
、建
物
、家
具
調
度
品
と
と

も
に
吹
田
市
へ
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

中
西
家
は
、

江
戸
時
代
の
大

庄
屋「
庄
屋
を

束
ね
る
主(

お

さ)

」
を
務
め

て
お
り
、約
千

坪
の
敷
地
内
に

は
瓦
屋
根
や
木

造
の
構
造
が
美

し
く
、庭
は
季

節
ご
と
に
異
な

る
景
観
が
楽
し

【
堺
支
部
　
舟
橋
眞
理
子
】

　

旧
中
西
家
住
宅
は
平
成

十
八
年
ま
で
家
屋
、屋
敷
共

に
代
々
大
事
に
受
け
継
が

れ
、古
き
物
は
歴
史
や
文
化

を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

現
代
も
支
障
の
な
い
よ
う

に
伝
統
を
重
ん
じ
生
活
さ
れ

て
い
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
、

大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、紅
葉
の
一
番
美
し

い
時
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、有
形
文
化
財
が
末
永
く

残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
致

し
ま
す
。

【
東
淀
川
支
部
　
大
向
正
隆
】

　

江
戸
時
代
の
大
庄
屋
で
あ

る
旧
中
西
家
住
宅
を
訪
ね

た
。

　

表
門
は
白
壁
造
り
で
正
面

か
ら
は
淀
藩
の
役
人
が
入

る
。

　

千
坪
の
敷
地
の
中
に
主

屋
、母
屋
、勘
定
部
屋
棟
が
あ

る
。

　

数
多
く
見
た
場
所
の
中
で

気
に
入
っ
た
の
は
、中
庭
の

白
砂
で
あ
る
。龍
安
寺
の
石

庭
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

大
き
な
石
を
守
る
か
の
よ

う
に
し
て
小
さ
い
石
が
取
り

囲
ん
で
い
る
。ま
た
、白
砂
の

中
に
渦
巻
が
書
か
れ
て
い

た
。

　

中
庭
の
反
対
に
は
勘
定
部

屋
棟
が
あ
り
、夫
秤
棒
で
銀

を
計
量
し
た
の
で
あ
る
。そ

の
近
く
に
は
太
陰
暦
の
時
代

な
の
で
小
の
月
、大
の
月
の

板
が
あ
っ
た
。

　

目
を
見
張
る
様
々
な
物
や

景
観
な
ど
が
あ
り
、充
実
し

た
一
日
と
な
っ
た
。

【
門
真
支
部
　
大
西
康
晴
】

　

江
戸
時
代
に
大
庄
屋
を
務

め
た
家
系
で
多
く
の
文
化
人

を
迎
え
て
き
た
旧
中
西
家
住

【
都
島
支
部
　
岡
﨑
豊
一
郎
】

　

屋
敷
の
広
さ
、表
内
を
見

た
時
は
、母
屋
の
建
物
は
相

当
お
金
を
か
け
て
作
っ
た
と

思
う
。

　

中
へ
入
っ
て
隅
々
ま
で
見

て
回
っ
て
感
じ
た
事
は
、昔

の
階
段
、士
農
工
商
が
よ
く

表
れ
て
い
た
。

　

欄
間
の
彫
刻
も
あ
っ
た

が
、武
士
の
家
と
の
格
差
が

あ
る
様
に
思
う
。

　

庭
は
枯
山
水
で
日
本
な
ら

で
は
の
空
間
を
表
し
て
お

り
、文
人
墨
客
が
多
く
訪
れ

て
い
た
み
た
い
だ
。ま
た
、武

士
の
家
と
違
い
割
合
気
楽
に

過
ご
せ
た
様
に
も
思
え
る
。

　

当
然
当
家
の
主
人
の
好
み

も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
わ

れ
る
が
、江
戸
時
代
の
大
庄

屋
の
住
処
と
し
て
は
当
た
り

前
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

所
々
変
わ
っ
た
材
料
が
使

わ
れ
て
い
た
の
が
珍
し
く
思

え
た
。

宅
を
見
学
。

　

秋
晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
時

期
に
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

勝
手
口
か
ら
入
る
と
す

ぐ「
東
の
庭
園
」が
あ
り
、四

角
い
掘
り
込
み
を
囲
む
様
に

様
々
な
樹
木
が
紅
く
染
ま
っ

て
い
た
。

　

そ
の
庭
園
は
、庭
の
位
置

や
造
園
の
技
法
に
特
色
を

持
っ
て
い
て
、国
の
登
録
記

念
物
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

木
々
の
種
類
の
異
な
る
東

西
の
庭
園
そ
れ
ぞ
れ
を
堪
能

し
建
物
の
中
へ
と
入
っ
た
。

　

文
政
九
年
に
建
築
さ
れ
た

庄
屋
の
外
観
は
昔
の
ま
ま
で

す
が
、内
装
は
リ
フ
ォ
ー
ム

さ
れ
様
変
わ
り
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、内
装
材
を
取
り

外
す
と
建
築
当
時
の
姿
に
戻

る
こ
と
が
出
来
る
ら
し
い
。

　

屋
敷
構
え
や
建
築
物
、家

具
や
調
度
物
な
ど
歴
史
と
伝

統
を
大
切
に
さ
れ
た
中
西
家

代
々
の
伝
承
が
感
じ
ら
れ
る

建
造
物
で
し
た
。

め
る
と
の
こ
と
。

　

屋
内
は
特
に
座
敷
の
柱
や

欄
間
の
彫
刻
が
目
を
引
く
、

日
本
建
築
の
細
か
な
技
術
を

観
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

窓
越
し
に
見
る
紅
葉
と
光

の
彩
事
が
特
に
印
象
的
で
し

古
き
時
代
の

　
生
活
に
ふ
れ
て

　
日
本
の
伝
統

　
中
庭
の
白
砂

　
取
材
日
和

旧
中
西
家
住
宅
を
見
学

し
て
感
じ
た
こ
と

大阪府・市交渉の様子

目を見張る調度品の数々

旧中西家住宅を取材する参加者
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青
年
部
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
賞

都島支部
山下華歩さん

各
支
部
税
金
申
告
会

日
程

【
松
原
支
部
　
六
車
勝
三
】

　

私
の
母
は
、働
き
者
で
随

分
思
い
や
り
深
か
っ
た
。時

に
は
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
か
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

香
川
県
の
津
田
で
網
元
の

家
で
生
ま
れ
た
。父
親
が
若

死
に
し
、母
親
が
苦
労
し
な

が
ら
四
人
の
子
ど
も
を
育
て

た
。

　

若
く
し
て
大
阪
の
手
袋
製

造
業
者
の
家
に
住
み
込
み
で

働
き
、雇
い
主
か
ら
可
愛
が

ら
れ
た
そ
う
だ
。

　

同
じ
郷
里
の
父
と
結
婚

し
、四
人
の
子
ど
も
を
育
て

た
。

　

思
い
出
す
の
は
、次
男
が

薬
物
の
せ
い
で
生
死
を
さ
ま

よ
っ
た
時
、一
向
に
非
難
す

る
こ
と
な
く
一
週
間
程
、不

眠
不
休
で
看
病
を
続
け
た
。

　

私
は
末
っ
子
で
、母
親
の

枕
元
で
耳
か
き
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
好
き
で
、無
上

の
喜
び
が
あ
っ
た
。

　

父
が
交
通
事
故
で
半
身
不

随
に
な
っ
た
時
、そ
の
付
き

添
い
看
護
で
一
年
間
ば
か
り

病
院
で
過
ご
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。苦
労
を
厭
わ
ず
、周

囲
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
、

日
々
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

私
は
、電
工
と
し
て
安
定

し
た
生
活
を
す
る
三
十
才
前

後
ま
で
試
行
錯
誤
の
迷
路
に

立
ち
迷
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

母
親
は
非
難
叱
咤
す
る
こ
と

な
く
、無
限
に
抱
擁
し
て
く

れ
て
、見
守
っ
て
く
れ
た
。

　

九
十
六
才
ま
で
生
き
た

が
、寝
た
き
り
に
な
っ
た
晩

年
、よ
く
話
の
中
に
故
郷
の

話
が
随
所
に
聞
け
た
。

　

一
種
創
作
に
似
た
楽
し
い

記
憶
に
遊
ぶ
母
の
姿
に
、私

は
母
の
心
の
芯
に
触
れ
た
よ

う
に
感
じ
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

日
々
、仕
事
仕
事
で
多
忙

な
そ
こ
の
あ
な
た
！

　

ゴ
ル
フ
は
い
か
が
で
す

か
？

　

青
年
部
で
は
仲
間
と
の
繋

が
り
を
深
め
る
た
め
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
し
か
得
ら
れ

な
い
絆
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

是
非
と
も
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
日
時　

三
月
二
十
日（
木
・

祝
）八
時
三
十
分
集
合

プ
レ
ー
開
始
は
、九
時
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

●
内
容　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

●
場
所　

奈
良
名
阪
ゴ
ル
フ

倶
楽
部（
奈
良
市
萩
町
七
〇

九
）

●
参
加
資
格　

組
合
員
本
人

の
み

●
定
員　

二
十
四
名

●
参
加
料　

千
円

※
当
日
に
徴
収
い
た
し
ま
す
。

●
プ
レ
ー
費

一
万
五
千
四
百
九
十
円（
フ

ロ
ン
ト
に
て
お
支
払
い
下
さ

い
）

　

※
昼
食
補
助
券
付
き

申
込
方
法

　

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

の
方
法

①
支
部
に
て
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、お
申
込
み

下
さ
い
。

②
大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま

た
は
、Ｈ
Ｐ
に
て
申
込
書
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、印

刷
の
上
必
要
事
項
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、大
建
労
本
部（
〇

六
―
六
六
四
三
―
五
三
〇

七
）宛
て
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下

さ
い
。

※
三
月
十
一
日（
火
）締
め
切

り
・
先
着
順
で
す
。

※
定
員
二
十
四
名
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

℡　

〇
六
ー
六
六
三
二
ー
二

八
七
五

　

青
年
部
担
当
書
記　

尾

﨑
・
緒
方
ま
で

青
年
部
主
催
ゴ
ル
フ
大
会

の
ご
案
内（
再
掲
）

【
教
育
宣
伝
部
発
】

入
選

　

①
建
設
労
働

　
　
（
大
阪
建
設
労
働
組
合
）

　

②
つ
ち
お
と（
堺
支
部
）

　

③
門
祭
り
新
聞

　
　
（
門
真
支
部
）

　

④
青
年
部
通
信

　
　
（
堺
支
部
青
年
部
）

特
別
賞「
新
年
号
創
刊
賞
」

　
　

ね
や
が
わ
た
よ
り

　
　
　
（
寝
屋
川
支
部
）

佳
作

　

①
ゴ
ー
ル
ド
ハ
ン
マ
ー
？

　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
ｙ
ｏ
ｕ　
　

　

青
年
部
！

　
（
大
阪
建
設
労
働
組
合
青

　

年
部
）

母の
　思い出

【
教
育
宣
伝
部
発
】

優
秀
賞

　

青
年
部
通
信

　
　
（
堺
支
部
青
年
部
）

特
別
賞「
見
出
し
部
門
」

　

建
設
労
働

　
　
（
大
阪
建
設
労
働
組
合
）

佳
作

　

つ
ち
お
と

　
　
（
堺
支
部
）

二
〇
二
五
全
国
新
年
号
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル

第
五
十
一
回
年
末
新
年
号
機
関
紙

コ
ン
テ
ス
ト「
関
西
」

　

②
主
婦
の
会
通
信

　
　
（
大
阪
建
設
労
働
組
合

　

主
婦
の
会
）

　

③
も
り
ぐ
ち（
守
口
支
部
）

　

④
み
な
と
だ
よ
り

　
　
（
港
支
部
）

　

⑤
吹
田
支
部
だ
よ
り

　
　
（
吹
田
支
部
）

「
正
解
　
お
と
し
だ
ま
」

【
教
育
宣
伝
部
発
】

小
森
国
弘
様（
住
吉
支
部
）、

岡
﨑
豊
一
郎
様（
都
島
支

部
）、竹
内
敏
郎
様（
福
島
支

部
）、谷
口
進
様（
東
成
支

部
）、南
成
秀
様（
守
口
支

部
）、成
田
て
る
み
様
・
成
田

叶
空
様
・
成
田
陽
空
様
・
谷
村

初
美
様
・
辰
巳
正
鷹
様（
堺
支

部
）、浅
原
美
智
代
様（
池
田

支
部
）、矢
谷
修
治
様（
松
原

支
部
）、明
賀
修
様（
吹
田
支

部
）、佐
々
木
浩
幸
様（
羽
曳

野
支
部
）、立
石
裕
明
様（
豊

中
支
部
）、北
川
咲
陽
様（
門

真
支
部
）、笑
喜
学
様（
寝
屋

川
支
部
）、一
二
三
正
文
様
・

渡
邊
学
様（
大
東
支
部
）西
田

美
保
子
様（
茨
木
支
部
）以
上

の
二
十
名
に
な
り
ま
す
。た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
の
発
表

3
月

　

1
日
㈯
生
野
・

           

城
東
鶴
見
・

           

寝
屋
川

　

2
日
㈰
生
野
・
福
島
・

           

寝
屋
川
・
茨
木

　

3
日
㈪
堺
・
福
島

　

4
日
㈫
堺

　

5
日
㈬
堺

　

6
日
㈭
堺

　

7
日
㈮
堺
・
吹
田

　

8
日
㈯
吹
田

　

10
日
㈪
本
部

　

11
日
㈫
本
部

※
各
支
部
で
予
約
制
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ご
確
認
を
。

寝屋川支部
服部琴さん

寝屋川支部
服部彩さん

港支部
東山百恵さん

港支部
東山ゆきえさん

門真支部
中村奏太さん

都島支部
山下真歩さん

都島支部
山下詩歩さん門

真
支
部

中
村
み
さ
き
さ
ん


